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1. 本誌 は､物性物理の研 究 を共 同で促 進 す るため､研 究者 がそ

の研 究意見 を自由 に発表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した

情報 を速や かに交換 しあ うことを目的 として､毎 月 1回編 集 ･

刊行 されます｡掲載 内容 は､研 究論文､研 究会 ･国際会議 を ど

の報告､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いての意見､

プ レプ リン ト案内､ニ ュース などです ｡

2. 本誌 に掲載 され る論文 につ いて は､原則 と して審査 は行 ない

ませ ん｡ 但 し､編 集者 が本誌 に掲載 す ることを著 しく不適 当 と

認 めた もの につ いては､改訂■を求 め､ または掲載 を拒絶 す るこ

とがあ ります｡

3. 本誌 の掲載 論文 を他 の学術雑誌 に引用す るときは､著者 の承

諾 を得 た上で private communication 扱 い に して下 さい ｡

投稿規定

1. 雑誌 のペー ジ数 を節約す るため に原稿 は極 力筒音繁にお書 き下

さ い ｡

2. 原稿 は 400字詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数式､記号の書 き方 は Progress,Journalの投稿規定 に準

じ､ ミスプ リン トが生 じないよ うに適 当 を処置 をとって下 さい ｡

上 ツキ､下 ツキは特 に紛 わ しい もののみ を指定 して下 さい｡

英字 の大､花文字､ギ リシャの指定 を忘 れないよ うに､ O と a

と0(ゼ ロ)､ uと nと r､ C と e､ 1(エ ル)と 1(イチ)､ Xと

×(カケル)､ uとV等 が一番 間違 いやすい｡
4. 数式 は 3行 にわたって大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以内 にお さま らない可能性 の あ る長い数式等 は必ず■改行

の際の切 れ 目を赤で指定 して下 さい ｡

6. 図 の縮一尺 ､拡大 は致 しませ ん｡ 1頁以 内 に人 らをい図 は原則

と して著者 に返送 し､書 き改めていただ きます｡

7. 投稿後 の原稿 の訂正 はで きるだ け さけ るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 は原則 と して作 りません｡ ど うして も､別刷 が入用 を場 合

は､投稿 の際 に所要部数 を50部単位で 申込んで下 さい｡別刷代

は下記方式 によ り､現金 で納 入 していただ きます｡

(郵券 による受付 はいた しませ ん｡)

p :物研 出来｣二り真数

Ⅹ :別刷所要部数

a :別刷 i頁 の代金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代- (ap+b)Ⅹ+送料

別刷代金 は別刷 を受耳丈って か ら､ 1ケ月以内 に納 めて下 さい｡

それよ り遅 れた場 合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ りま

す か ら､御注意下 さい｡

9. 原稿締切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発行誌 に掲載 され ま

す｡



第 4回物性小委員会報告

第 4回物性小委員会報告 1)

日 時 1977年 11月 5日

場 所 物性研究所ロビー

出席者 横田(委員長 ),豊沢,金森,夷隅,長岡(以上幹事 ),久保,芳田,

山田,中野,勝木,増山,伊達,佐々木,小林,上羽,重松,目片,

斉藤,田巻

報告事項

1)基研運営委員選挙 (横田)

投票の結果に基づき,久保,豊沢,森,横臥 碓井の5氏を推薦した｡ (基研では久

保,豊沢,森,横田の4氏に委員を委嘱した｡)

2) ｢物性研究将来研究計画｣研究会について (横田)

委員長 ･幹事で計画をたて物性研に提案した｡共同利用委で採択 され, 11月 4, 5

日に開催した｡2)

3)物性研究施設群について (横田 )

委員長 ･幹事が物研連物性関係委員と懇談して試案についての説明を行い, 6月 18

日の物研連に提案した｡物研連では作業委員会を設置して試案の検討をすすめている｡

委員は物研連から宮原将平,小野周,金子洋三郎,高木修二の4氏,物小委から佐々木,

伊達,真隅,横田の4名｡

4)財政報告 (夷隅 )

本年度の予算案の説明があり,了承された｡

5)物研連(金森 )

(a)特定研究として物性に近いものでは ｢原子過程の科学｣, ｢インビーム物性｣が

提案された｡

(b)国際会議代表派遣.物性関係では ｢統計物理｣だけが通った｡
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第 4回物性小委員会報告

審議事項

1)次期物性 グループ事務局について

委員長から,早稲田大学理工学部応物教室で引受けられたとの報告があり,了承され

た｡事務局長は斉藤信彦氏｡

2)物性研将来計画について

討議の結果,物小委 としては計画の大綱を支持することとした｡計画をすすめる上で,

共同利用委としての機能も充実してはしいとの意見が出された｡また,この計画や物性

研究施設群の技術的な問題を検討するために,物小委に技術専門委員会をおく必要があ

るとの意見が出され,次回にその具体化を行うこととした｡

3)物小委の構成について

委員長から,物小委の構成について(1)理論と実験の比率が研究者の実情 とアンバラン

スである｡(2)物研連との結びつきが弱い,の二点で問題があるので,その点を是正する

ような規則の改正が必要である,との提案があった｡討議の結果,つぎの二点の改正に

ついて意見が一致した｡この改正は百人委員にはかり,賛成が得られた場合にはつぎの

選挙から実施することとした｡

(1)被選出委員20名のうち,実験家 ･理論家の数がそれぞれ 10名,5名を下まわら

ないようにする｡

(2)必要に応じて,物研連委員から若干名を物小委員に依嘱することができる｡

4)物小委委員長選出方法について

委員長から,新旧委員会の引継ぎを円滑に行うため,委員長選出方法を是正する必要

あるとの程案があり,検討を続けることとした｡

5)その他

(a洛種委員の選挙について

長岡委員から,物小委で選挙して推薦している各種委員の顔ぶれが固定する傾向にあ

る｡ これは選挙方法 (郵送投票 )にも問題があるのではないか,との発言があった｡今

後は,可能な限り選挙前に討議の機会をもうけることとした｡

(b)共同利用関係経費について

委員長から,物性研 ･基研等共同利用研の共同利用経費が今年度著しく不足しており,

問題があるとの発言があった｡討議の結果,各研究所に改善の努力を要望するとともに,
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第 4回物性小委員会報告

物小委としては物研連に申し入れを行 うこととした｡

(C)特定研究について

委員長から,前回特定研究の淀案を引きつづき募ることとしたが,まだ具体的な提案

はない,との報告があった｡物小委の特定研究とのかかわり方について,討議が行われ

た｡この点については,今後も討議を続けることとした｡

((t物性グループ会費について

斉藤委員 (次期事務局長 )から,会費の徴収を円滑に行うため,物性グループ登録は,

会費 ･名簿代をそえて行ってもらうようにしたい,との発言があり,了承された｡

〔文責 長岡洋介〕

註 1)議事録は, ｢物性グループ事務局報, 1978年N0.1に掲載される｡

2)研究会報告は, ｢物性研だより｣17巻 5号 (1978年 1月 )に掲載｡
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海外便り

海外便 り

〔氷上忍-川崎恭拍〕

11.21/77 Saclay発

お元気でいらっしゃいますか｡ようや く,こちらの生活に慣れて来ました｡パ リの市

内に小さい部屋を借 りて,ス一線でサックレ-の研究所に行っています｡サックレ-の

研究所は,基研とはだいぶ様子が違って,非常に活発です｡また多くのvisitorが来て,

非常に為にな ります｡ 9月以来,Amit,Aharony,Knops,ZawadovskiiFradokinが来ました｡

1月にはNelsonが来るので楽しみにしています｡ Zinn-Justinは今, Princetonに行って,

Dominicisも Harvard に 1年, pelitiはイタリアの南部に帰って, Saclayの臨界現象の

グループは消滅 した感じです｡ Br6zinは今,Fieldtheoryで仕事をしています｡

こちらに来てから, e′- d-2展開を勉強して,最近 e′の3次の項を Bre'zinと一緒

に計算しました｡ dimensionalregularizationで計算するのですが,非常にpowerfulな方

法です｡結果は非常に簡単で,そのうち, preprintをお送 りします｡

最近の話題では,もうご存知 と思いますが,双子のガモロチコフが2次元 non-linear

amodel,GrossINevenmodel,Sine-Gordonを全部exactに S-Matrixを計算したのがあります｡

これから, non-linearα-model のlargeorderの振舞いと関連して調べようと思っていま

す｡何か面白い話題があったらお知 らせ下さい｡お元気でご活躍下さい｡
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ニュ-ス

ニ ュース

〔東京大学教養物理〕

○セ ミナー

1月 13日

〔東京大学物性研〕

○研 究 会

12月 19,2()日

12月 20,21日

○談 話 会

12月 5日

12月 9日

12月 12日

○土曜セ ミナー

12月 3日

12月 17日

〔名古屋大学〕

○談 話 会

12月 7日

1月 12日

内海研一氏 (東大教養 )NuclearSpinOrderinginBCCsolid3He

有沢健治氏 ( 〝 ,)金属Liの軟X線端

"金属 ･非金属転移の理論" (科研費 )

`̀強い電子相関と金属磁性り

`̀層状物質におけるintercalationM

"Photoemissionstudiesonraregasmatricesandmolecularcrystals"

E.E.Koch(DeutschesElectronen-SynehrotronDESY,)

`̀ Ⅳ-VI族,微小エネルギー ･ギャップ半導体 (Pb,Ge,Sn)

Te系結晶の格子不安定性 と電子構造 " 邑瀬和生民 (阪大 ･理 )

`̀容易軸あるいは容易面をもつ古典1-Dノ､イゼンベルグ強磁性体

の統計力学と素励起り 中村勝弘氏 (物性研 )

…Pb･Te-Ge･Te合金半導体の強誘電的構造相転移に伴 う電気

抵抗異常とその強磁場効果り 邑瀬和生氏 (阪大 ･理 )

" Excitonの self-trappingと格子欠陥生成機構り

豊沢 豊氏 (物性研 )

`̀超伝導体 に於る最近の理論り 立木 昌氏 (東北大 ･金研 )
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ニュ-ス

〔大阪大学〕

○セミナー

基礎工学部

12月 19日

12月23日

｢TiC13の電子構造と相転移｣ 望月和子氏 (阪大基礎工 )

｢一次元反強磁性体におけるスピン･ダイナミックス｣

遠藤康夫氏 (東北大 ･理 )
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プレプリント案内

プレプリント案内

〔東京大学理学部 ･物理 ･久保研究室〕

(170) 5. KiyoshiKaw amura

A New Theory on ScatteringofElectronsduetoSpiralDislocations

(171) 6. K.Matsuo,K.LindenbergandK.E.Shuler

StochasticTheoryofNonlinearRateProcesseswithMultipleStationary

States.ⅠI

RelaxationTimefromaMetastableState

(172) 7. ∫.DoyenandA.Rosa

AnExtendedBibliographyandSurveyofSteinerSystems

(173) 9. YoshioOhnuki

KEKLectureNote

CoherentStatesofFらrmi operatorsandthePathIntegral

(174) 9. Shin-ichiKurokawaandAkiraYamamoto

FinalDesignorKaonBeam K2atKEK

(175) 9. KuninoriEndoandCharlesSteinbach

HalfIntegerResonantExtractionfromMainRingofKEKProtonSynch･

rotron

(176) 9. M.Suetake,N.Kin,S.Kobayashi,A.Murakami,A.deLesquen,K.Ogawa,

Y.WataseandF.Takasaki

PerformanceofaNewtronCounterandtheFermiMotionBroadeningof

theProton-BoundedProtonElasticScattering

(177) 9･ KEKAnnualReport1976

(178) 10･ W･G6tzeandJ.Hajdu

OntheTheoryoftheTransverseDynamicMagneto･Conductivity

(179) 16. ∫.W.Lynn,G.Shirane,W.Tholinson,∫.Eckert,andR.N.Shelton

NeutronDiffractionStudyofMagneticOrderintheTernarySupercon-

ductorErMo6Se8
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プレプリント案内

(180) 16. HiroshiFurukawa

TheoⅣ ofthePhaseSeparationsofBinaryMixturesQuenchedtoLow

Temperature

(181) 16. HiroshiFurukawa

TimeEvolutionorQuenchedBinaryAlloyatLowTemperature

(182) 19. Setsuolch血aru

TheoreticalApproachestoStronglyCoupledPlasmas

(183) 19. HiroshiNakazawa

lnhomogeneousStationaryStateorBurgersFluidStirredRandomlyby

anExternalMechanism

(184) 21. K.Matsuo,K.LindenbergandK.E.Shuler

StochasticTheoryofNonlinearRateProcesseswithMultipleStationary

States.ⅠIRelaxationTimefrom aMetastableState

(185) 22. KazumiMaki

PlanarTexturesinSuper仙id3He-A

(186) 22. SeijuAmiandKazumiMaki

FluctuationinducedDiamagnetisminTypeIISuperconductorsaboveHC2

(187) 22. KazumiMakiandY.R.Liれ-Liu

BoundSpinWaveStatesAssociatedwithn-SolitonsinSuperfluid3He-B

(188) 26. ∫.OitmaaandD.D.Betts

TheGroundStateorTwoQuantumModelsofMagnetism

(189) 26. YauakiHiwatari

Self･diffusionandGlassTransitionoftheSoft-CoreModel

(190) 27. ErnstAugustBehrens

PartiallyOrderedSemigroupsorNo-alIdeals

(191) 27. ZdislavV･Kovarik

ManifbldsofLinearlnvolutions
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編 集 後 記

雪不足でスキー場が悲鳴を上げているかと思 うと,何年ぶ りかの大雪だと大騒ぎ,新

幹線も大混乱,気温の変化の激 しさに右も左も風邪ひきばかり,と今年の冬も異常続き

です｡冬の京都も暖冬ではお.もしろくないのか,雪が降ると大喜びの観光客の写真なん

かが新聞にのったりします｡私も,いつも ｢私の部屋は夜帰ると零下何度 という寒さな

んですよ｣ と変な自慢をしたりしているのですが,この間新聞の世界の気温の欄で,ニ

ューヨーク最高気温零下 2度,モスクワ最高気温零下 9度というのに感心 しました｡

異常天候 とは関係ないのですが,最近誤植が多いとのお叱りの声を耳にします｡編集

部でも努力していますが,校正恐るべし,どうしてもミスのでることもあります｡速報

性を重視する雑誌の性格上,時間のかかる著者校正は困難です｡重要な誤 りがありまし

たら,訂正欄に載せますので,お気付きの個所は編集部までどしどしお知らせ下さい｡

と同時に,投稿される方はミスプリン トが生じないように,読みやすい原稿の作成に御

協力下さい｡

(K.T.)

物 性 研 究

第 29巻 第5号

1978年 2月 20日発行

発行人 長 岡 洋 介

京都市左京区北白川 追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内

印刷所 昭和 堂印刷 所

京都市上京区上長者町室町西入

TEu441)1659 (431)4789

発行所 物性研究刊行会

京郡市左京区北 白川 追分 町

京 都 大 学 湯 川 記 念 館 内
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講読規定

個 人講読

1.会 費 当会の会費は前納 制 をとってい ます ｡ したがって､ 3月

末 まで になるだ け 1年 間分会費 を御支払 い下 さい｡

なお新規講読 の場 合 は下記の会 費以外 に入会金 と して､

100円お支払 い下 さい｡

1年 間の会 費

1stvolume

2ndvolume

2,340円

2,340円

計 4,680円

(1年分 まとめてお支払 いが困難 の向 きは lvolume分

ずつ で も結構 です｡)

2. 支払 いの際の注意 :なるべ く振替用紙 を御利用の上御納入下

さい｡

なお通信欄 に送金 内容 を必ず明記 して下 さい｡

3. 雑誌購読 者以外の代理 人が購.読 料 を送金 され る場合 ､必ず購

読者本人の名前 を明記 して下 さい ｡

4. 認代 の支払遅滞三の場合 :当会の原則 と しては､正 当 な理 由 を

く 2Vols.以 上 の誌代 を滞納 された場合 には､送本 を停止す る

ことに怒っていますので御留 意下 さい｡

5. 一括送本 を受 ける場合 :個 人購読 中 に大学等で一括 配布 を受

ける様 になった場合 は､必ず ｢個 人購読 中止 ､一括配布希望｣

の通知 を して下 さい｡逆 の場 合 も同様です ｡

6. 送本先変更 の場合 :住 所､勤務先の変更 等送本先 が変 った場

合 は､必ず､送本先変更届 を提 出 して下 さい ｡

学校 ､研 究所等機関購読

1. 会費 :学校 ･研究所等での購読 及び個 人で あって も公 費払 い

の ときは機 関会員 とみ な し､代金 は､1Vol.4,380円､ 1冊

730円 です｡ この場合 ､入会金 は不要です｡学校､研 究所の会

費の支払 いは後払 いで も結構 です ｡ しか し購.読 申込 み を され る

時 に支払 い に必要 な請求 見積 ､納 品書各何通必要 なの かをお知

らせ下 さい｡

をお､当会の請求書類で は支払 いがで きない様で した ら､貴

校､貴研 究機関の言青求書類 を送付 して下 さい｡

2. 送本中止 の場 合の連絡 :発行途上 にあ る volume の購読途 中

中止 は認 め られません｡購読 中止 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐ

らい に中止時期 を明記 して ｢購読 中止屈｣ を送付 して下 さい｡
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